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「精神・神経疾患の分子病態理解に基づく診断・治療へ向けた新技術

の創出」 
 平成 23 年度採択研究代表者 

 

［加藤進昌］ 

 

 

［所属：昭和大学医学部精神医学教室・教授 
昭和大学附属烏山病院・院長］ 

 

［研究題目］ 

§１．研究実施体制  

【記載例】 

（１）「金沢大学」グループ（研究機関別） 

①研究分担グループ長：東田 陽博（金沢大学医薬保健研究域医学系研究科、教授） 

主たる研究共同研究者： 

横山 茂（金沢大学医薬保健研究域医学系研究科、准教授） 

棟居 俊夫（金沢大学子どものこころの発達研究センター、特任准教授/臨床教授） 

周東 智（北海道大学大学院薬学研究院、教授） 

劉 莉（金沢大学医薬保健研究域医学系研究科、博士課程 4 年生） 2011.10.31 まで RA、

2011.11.1 から研究員 

馬 文婕（金沢大学医薬保健研究域医学系研究科、博士課程 4 年生）2012.3.31 まで RA、

2012.4.1 から研究員 

Akther  Shirin（金沢大学医薬保健研究域医学系研究科、博士課程 2 年生） 2010.11.1 から雇用 

由比 光子（金沢大学医薬保健研究域医学系研究科、技術補佐員） 2011.11.1 から雇用 

佐伯 智恵（金沢大学医薬保健研究域医学系研究科、技術補佐員） 2011.11.1 から雇用 

橋井 美奈子（金沢大学医薬保健研究域医学系研究科、講師）2011.12.31 まで 

東田 知陽（金沢大学医薬保健研究域医学系研究科、博士研究員）2011.11.15 まで 

Lopatina Olga Leonidovna（金沢大学医薬保健研究域医学系研究科、博士研究員） 

 2011.5.14 まで 

Islam Mohammad Saharul（金沢大学医薬保健研究域医学系研究科、2010.9.30 まで博士 

課程 4 年生 RA、2010.10.1 から博士研究員） 2011.5.31 まで 

 
②研究項目 

 社会性（親養育行動）における母親と父親の両者の関与・役割について調べる。観察をホー

ムケージで行いながら、養育行動をスタートするきっかけとなる条件を見出す。 
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 社会性を人間はコミュニケーションにより確保している。自閉症のコミュニケーション障害をマ

ウスで研究するための土台を作るため、マウスの発する超音波会話の記録し、解析する。 

 国内外の自閉症患者とその血縁者の検体試料（血液、爪等）から DNA を抽出し、CD38 遺伝

子の一塩基置換(SNP)を調べる。 

 
（２）「東京大学」グループ（研究機関別） 

① 研究分担グループ長：山末 英典 （東京大学精神神経科、准教授） 

主たる共同研究者： 

笠井 清登（東京大学精神神経科、教授） 

佐々木司（東京大学健康教育学分野、教授） 

 

② 研究項目 

以下のヒト（自閉症スペクトラム障害当事者・健常者）を対象とした研究実施項目： 
 オキシトシン関連分子（CD38, オキシトシン受容体など）の遺伝子関連解析 
 社会性障害の心理課題作成、オキシトシン経鼻噴霧剤を用いた成人臨床試験 
 脳画像データ収集・解析（structural-MRI, functional-MRI, Diffusion Tensor Imaging, 

MR-Spectroscopy） 
 
（３）「昭和大学」グループ（研究機関別） 

① 研究分担グループ長：加藤 進昌 （昭和大学医学部精神医学教室、教授） 

主たる共同研究者： 

岩波 明（昭和大学医学部精神医学教室、教授） 

佐々木司（昭和大学医学部精神医学教室、客員教授） 

橋本龍一郎（昭和大学医学部精神医学教室、特任講師） 

金井智恵子（昭和大学医学部精神医学教室、特任助教） 

有木 永子（昭和大学医学部精神医学教室、特任助教） 

 

②研究項目 

 研究統括 
 附属烏山病院専門外来・デイケアにおける、成人自閉症スペクトラム障害当事者の臨床評価、

遺伝子・脳画像指標の収集。 
 自閉症スペクトラム障害当事者における視線追跡パターンの臨床諸指標との比較。 
 新生児コホート研究の実施ならびにハイリスク児追跡研究の準備。 
 そのほかの共同研究遂行に必要な補足的基礎ならびに臨床研究。 
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§２．研究実施内容  
(文中に番号がある場合は（３－１）に対応する) 

 
自閉症の社会相互性障害に対する効果が報告されているオキシトシンおよび関連分子に焦点を

おいた研究を引き続き動物モデル・成人ヒト・幼児コホートについて継続した。金沢大学では

CD38に関連する遺伝子変異マウスの行動・機能解析を行うとともに、ASD当事者とその血縁者に

おける CD38 遺伝子多型の検索を行った。東京大学では脳画像所見とともに ASD 当事者に特徴

的な内側前頭前野の機能不全、同部位の代謝物濃度の変化を検討した。脳画像や心理課題を

指標としたオキシトシン単回投与試験を当初の目標通りに完了し、現在解析を行っている。昭和

大学では烏山病院での成人 ASD 向けの外来とデイケアを活用して研究協力者のリクルートを進

めるとともに、臨床データの解析とMRI研究を行った。新生児コホート研究については、23年度末

までで約 300 名の組み入れを完了した。今後はハイリスク群の組み入れを行っていく。 

【金沢大学】 動物実験レベルでの検証： 
社会性障害モデルとしての CD38 ノックアウトマウスの行動遺伝学的研究 
マウスにおける社会性（親養育行動）の実験方法を開発し、養育に関わる社会脳の実体を解明し

つつある。CD38 ノックアウトマウスを用いて、養育障害、社会的記憶喪失等のメカニズムを更に研

究した 2)。特に、社会性のコミュニケーション障害の観点から、マウスの超音波発声を測定し、個体

間の情報伝達を研究した（投稿中）。 
遺伝子変異マウスを用いた、オキシトシン関連分子の同定と機能解析 
上記１で開発した実験法を、CD38 以外の多様な遺伝子の変異マウス（金沢大学動物実験施設

において登録されているノックアウトマウスリソース）から、社会性障害と親養育行動の障害という観

点からスクリーニングを行い、社会性に関わる新規分子を同定した 1)3)6)12)。特に CD157 欠損マウ

スについて詳細に検討した。 
ヒト CD38 遺伝子変異解析 
金沢大学病院に通院する自閉症者とその血縁者および白人の CD38 遺伝子の一塩基多型

（SNP）を調べた。イントロン部の興味ある 10 ｹとエクソン部の 15 ｹの SNP を引き続き調査した。

血中オキシトシン濃度も同時に測定し、CD38 遺伝子の多型との相関を調べた。同時にオキシトシ

ン受容体の多型と重なっているか否かの解析も開始し、現在論文を作成中である。 
化学合成によるオキシトシン関連合成治療薬の開発 
オキシトシンの機能部位の類似化合物を 3 種類以上合成し、それらをヒトオキシトシン受容体発現

培養細胞系でスクリーニングした。また、サイクリックADP リボース類似体を人工合成し、培養視床

下部・下垂体細胞内 Ca 濃度上昇活性と CD38 マウス脳内注入によるマウス血中へのオキシトシ

ン遊離刺激能を指標にしながら、自閉症治療薬の開発を行った。オキシトシン受容体欠損マウス

へのオキシトシン受容体多型の発現による研究にも着手した。 
【東京大学】 成人ヒトレベルでの検証： 
他者判断における非言語情報の活用不全と脳機能不全（投稿中） 
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他者を友好的か敵対的か判断する際に非言語情報と言語情報のどちらを重視するか検討する心

理課題を作成した。服薬をしておらず知的障害や精神神経疾患の併発のない成人自閉症スペク

トラム障害（Autism spectrum disorder: ASD）男性 15 名と背景情報を一致させた定型発達の

対照男性 17 名で心理課題成績と課題施行中の fMRI 信号を比較した。 
定型発達者(Typically-developed: TD)がこの課題を行うと、言語ー非言語情報が不一致な際に

は非言語情報を重視して他者判断しやすく、その際下前頭回、島前部、上側頭溝、内側前頭前

野など社会知覚や共感に関与する領域が動員された。しかし、この課題を ASD 当事者が行った

場合には、定型発達者に比べて非言語情報を重視して他者判断する機会が有意に少なく、その

際に内側前頭前野、下前頭回、島前部などの賦活が有意に減弱していた。そして内側前頭前野

の賦活が減弱しているほど臨床的なコミュニケーション障害の重症度が重いという相関を認めた。 
MRS メタ解析 17）と症例対照研究（投稿中） 
ASD 当事者の内側前頭前野の障害について生化学的な知見を得る為に、ASD 当事者を対象と

した proton-MR-spectroscopy (MRS)研究の系統的レビューとメタ解析を行った。その上で、服

薬をしておらず知的障害や精神神経疾患の併発のない成人男性 ASD 当事者 20 名と背景情報

を一致させた定型発達の対照男性 22 名で内側前頭前野の代謝物濃度を比較した。 
 ASD当事者の proton-MRS研究のメタ解析の結果、小児期には脳内の殆ど全ての測定領域で

NAA 濃度が有意に低下している一方で、成人期には全ての領域でこの定型発達との差が消失し

た。さらに前頭葉の NAA については年齢が高いほど NAA の低下は消失するという直線的な関

連を認めた。脳のサイズが小児期には定型発達よりも大きく、成人期には定型発達と同レベルに

変化する良く知られた所見と対応している。ASD における小児期の一過性の脳体積増大はグリア

等の非神経細胞組織の増加によって説明されることを示唆した。 
さらに、方法論的問題を最少にして 24 名の ASD 当事者と 25 名の定型発達者の内側前頭前野

の代謝物濃度を比較した。その結果、NAA 濃度が有意に上昇していること、定型発達で認められ

る年齢と NAA 濃度の負の相関が ASD 当事者では認められないことを示した。 
オキシトシン受容体遺伝子多型と前部帯状回等の体積との関連 14) 
東京大のグループが 2010 年に Biological Psychiatry 誌で報告した日本人におけるオキシトシ

ン受容体遺伝子多型 rs2254298と用手的に測定した扁桃体体積の相関結果に対して（Inoue et 
al., 2010）、同誌面上でドイツの Meyer-Lindenberg 教授のグループが、コンピューター画像統

計解析で解析した前部帯状回と視床下部の体積を反映する灰白質濃度が白色人種における同

SNP と関連する事を示す一方で扁桃体の濃度とは関連しない事を示し、結果の違いについて人

種差や脳部位の差異の関与を指摘した（Tost et al., 2011）。それに対して我々は更に同誌面上

で、東大の日本人サンプルにおいてもコンピューター画像統計解析を行うと同 SNP は前部帯状

回と有意な関連を示すことを報告した。また、同SNPは視床下部とは女性特異的に有意な関連を

認めた一方で、扁桃体とは有意な関連を認めない事を示した 14)。 
MRI 信号と心理課題成績を評価指標としたオキシトシン単回投与試験  
東京大で成人 ASD 当事者を対象に、社会性の障害を反映する心理課題成績や脳画像指標が、

図 6 
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オキシトシン単回投与によって改善するかどうかを二重盲検で無作為の偽薬-実薬の臨床試験で

検討した。更にこのオキシトシン単回投与による評価指標の変化と OXTR などの遺伝要因との関

連を検討する。当初の計画では平成 24 年度で完了する予定であった臨床試験が、目標症例数

の 40 例を終えて、平成 23 年 8 月末で完了した。大幅に計画よりも早く進捗している。40 例での

解析は現在行っている。まず初めの 20 例での検討では、臨床試験参加者 20 名のうち向精神薬

非服薬の自閉症当事者は 18 名であった。この 20 名での解析によって社会性の障害を反映する

心理課題成績や脳画像指標がオキシトシン単回投与によって改善することを見出した。この結果

の詳細については現在論文投稿を行っている。 
社会性の障害を主要評価項目に MRI 信号と心理課題成績を副次評価項目としたオキシトシン

連続投与試験の実施へ 
オキシトシン単回投与試験によって同剤による社会性障害の治療可能性が支持されたが、これま

で自閉症の社会性の障害そのものへの治療効果は検討出来ていない。そのため、これを検討す

るためにオキシトシン点鼻剤を連日継続投与して社会生活上の行動の変化を検討する試験を計

画し、平成 23 年 12 月に東大病院 IRB の承認を受けた。 
【昭和大学】 CREST脳画像センターにおける成人自閉症スペクトラム当事者(ASD)の脳画像、

視線追跡研究の継続 
選択的注意の障害と流動性知能の亢進を検討する fMRI 課題を開発し、選択的注意障害には無

関係刺激による視覚野活動の修飾が低下し、流動性知能の亢進には左下側頭部の活動亢進が

関与すると示した 27)。また、構造 MRI を用いて、前頭葉眼窩皮質における脳回・脳溝パターンの

分類をおこない、ASD45 名と健常対照 50 名で比較したところ、両群の間でパターンの分布に有

意差を認めた。 
成人 ASD 者の視線追跡研究を行い、対照群では TV 上の人物とまばたきが同調するのに対して、

ASD では欠如していること 19)、一方で指先の触覚だけによる形態認知が優れていること 26)を発見

した。また近赤外線スペクトロスコピー(NIRS)を用いて実行機能のテストを行うと、ASD 者は前頭

葉血流の変化が対照群より少ないことを発見 16)し、それぞれ報告した。 
昭和大学における成人 ASD の臨床基礎データ研究 
ASD の専門外来とデイケアに現在通院・通所している成人当事者の臨床統計解析を行った 23)25)。

さらに、パーソナリティに関する自記式検査 15)18)、ウェクスラー知能テスト 24)による認知プロフィー

ルの調査をおこない、それぞれ専門誌に論文が掲載された。 
幼児コホートでの検証、環境要因の関与についての疫学的および基礎研究： 
妊娠初期からの母体血（初期・中期・後期）と臍帯血の採取および新生児期、１ヶ月検診時の評価

を行うコホート研究を継続した。平成 24 年 3 月末で組み入れを完了し、約 300 名を今後フォロー

していく。母体血での環境ホルモン・オキシトシン値測定を開始した。 
胎内環境の関与を検討するための一環として、生殖医療と発達障害の発生頻度の関連を検討し

た 22)。さらに、ビスフェノール A を新生児期に投与されたラットでは、生活習慣病が増えること 22)、

有機スズ（環境物質）投与でおこる海馬変性に P2X 受容体が関与すること 20)を明らかにした。 
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§３．成果発表等 
 
（３－１） 原著論文発表 
発行済論文数（国内（和文）0 件、国際（欧文）17 件）： 
① 未発行論文数（“accepted”、“in press”等）（国内（和文） 0 件、国際 （欧文）10 件） 
② 論文詳細情報 
【金沢大学・東京大学・昭和大学】 
1. Tsuji T, Higashida C, Yoshida Y, Islam MS, Dohmoto M, Koizumi K, Higashida H

2. Lopatina O, Inzhutova A, Pichugina YA, Okamoto H, Salmina AB, 

. 
Ect2, an ortholog of Drosophila's pebble, negatively regulates neurite outgrowth in 
neuroblastoma × glioma hybrid NG108-15 cells. Cell Mol Neurobiol 31:663-668, 
2011.(DOI: 10.1007/s10571-011-9668-3)  

Higashida H

3. Suda S, Iwata K, Shimmura C, Kameno Y, Anitha A, Thanseem I, Nakamura K, 
Matsuzaki H, Tsuchiya KJ, Sugihara G, Iwata Y, Suzuki K, Koizumi K, 

. 
Reproductive experience affects parental retrieval behaviour associated with 
increased plasma oxytocin levels in wild-type and CD38-knockout mice. J 
Neuroendocrinol 23:1125-1133, 2011(DOI: 10.1111/j.1365-2826.2011.02136.x.) 

Higashida 
H

4. Kikuchi M, Shitamichi K, Yoshimura Y, Ueno S, Remijn GB, Hirosawa T, Munesue 
T, Tsubokawa T, Haruta Y, Oi M, 

, Takei N, Mori N. Decreased expression of axon-guidance receptors in the 
anterior cingulate cortex in autism. Mol Autism 2:14,2011.(DOI: 
10.1186/2040-2392-2-14) 

Higashida H

5. Ueno S, Okumura E, Remijn GB, Yoshimura Y, Kikuchi M, Shitamichi K, Nagao K, 
Mochiduki M, Haruta Y, Hayashi N, 

, Minabe Y. Lateralized theta wave 
connectivity and language performance in 2- to 5-year-old children. J Neurosci 
31:14984-14988, 2011.(DOI: 10.1523/JNEUROSCI.2785-11.2011)  

Munesue T, Tsubokawa T, Oi M, Nakatani 
H, Higashida H

6. Tsuji T, 

, Minabe Y. Spatiotemporal frequency characteristics of cerebral 
oscillations during the perception of fundamental frequency contour changes in 
one-syllable intonation. Neurosci Lett. 2012 Mar 21. [Epub ahead of print] 

Higashida C, Aoki Y, Islam MS, Dohmoto M, Higashida H

7. Yoshimura Y, Kikuchi M, Shitamichi K, Ueno S, Remijn GB, Haruta Y, Oi 
M, 

. Ect2, an 
ortholog of Drosophila Pebble, regulates formation of growth cones in primary 
cortical neurons. Neurochem Int. 2012 Feb 15. [Epub ahead of print] 

Munesue T, Tsubokawa T, Higashida H, Minabe Y. Language performance and 
auditory evoked fields in 2- to 5-year-old children. Eur J Neurosci. 35:644-650, 
2012. (DOI: 10.1111/j.1460-9568.2012.07998.x.) 
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8. Jin D, Muramatsu SI, Shimizu N, Yokoyama S, Hirai H, Yamada K, Liu 
HX, Higashida C, Hashii M, Higashida A, Asano M, Ohkuma S, Higashida H.

9. Morita T, Kosaka H, Saito DN, Ishitobi M, 

 
Dopamine release via the vacuolar ATPase V0 sector c-subunit, confirmed in N18 
neuroblastoma cells, results in behavioral recovery in hemiparkinsonian mice. 
Neurochem Int. 2012 Jan 14. [Epub ahead of print] 

Munesue T

10. Kikuchi M, Koenig T, 

, Itakura S, Omori M, 
Okazawa H, Wada Y, Sadato N. Emotional responses associated with self-face 
processing in individuals with autism spectrum disorders: An fMRI study. Soc 
Neurosci. 2011 Sep 22. [Epub ahead of print] 

Munesue T,

11. Tochimoto S, Kurata K, 

 Hanaoka A, Strik W, Dierks T, Koshino Y, 
Minabe Y. EEG microstate analysis in drug-naive patients with panic disorder. 
PLoS One. 6:e22912, 2011. 

Munesue T

12. Huang JJ, 

. 'Time slip' phenomenon in adolescents and 
adults with autism spectrum disorders: case series. Psychiatry Clin Neurosci. 
65:381-383,2011.(DOI: 10.1111/j.1440-1819.2011.02209.x.) 

Ma WJ, Yokoyama S

13. Duo J, Muramatsu S, Shimizu N, Yokoyama S, Hirai H, Yamada K, Liu HX, 
Higashida C, Hashii M, Higashida A, Asano M, Ohkuma S, 

. Expression and immunolocalization of Gpnmb, a 
glioma-associated glycoprotein, in normal and inflamed central nervous systems of 
adult rats. Brain and Behavior.  2: 85-96; 2012. (DOI: 10.1002/brb3.39)  

Higashida H

14. 

. 
Dopamine release via the vacuolar ATPase V0 sector c-subunit, confirmed in N18 
neuroblastoma cells, results in behavioral recovery in hemiparkinsonian mice. 
Neurochem Internatl, (in press) 
Yamasue H

15. Kanai C, Iwanami A, Ota H, 

, Suga M, Yahata N, Inoue H, Tochigi M Abe O, Liu X, Kawamura Y, 
Rogers MA, Takei K, Yamada H, Aoki S, Sasaki T, Kasai K. Reply to 
"Neurogenetic effects of OXTR rs2254298 in the extended limbic system of healthy 
Caucasian adults". Biological Psychiatry. 70: 41-42, 2011.(DOI: 
10.1016/j.biopsych.2011.06.034) 

Yamasue H, Matsushima E, Yokoi H, Shinohara 
K, Kato N

10.1016/j.rasd.2010.03.008

. Clinical characteristics of adults with Asperger’s syndrome assessed 
with self-report questionnaires. Research in Autism Spectrum Disorders 5:185-190, 
2011.(DOI: ) 

16. Iwanami A., Okajima Y, Ota H, Tani M., Yamada T, Hashimoto R., Kanai C, 
Watanabe H, Yamasue H, Kawakubo Y, Kato N: Task dependent prefrontal 
dysfunction in persons with Asperger's disorder investigated with multi-channel 
near-infrared spectroscopy. Research in Autism Spectrum Disorders 5: 1187-1193, 

http://dx.doi.org/10.1016/j.rasd.2010.03.008�
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2011.(DOI: 10.1016/j.rasd.2011.01.005)  
17. Aoki Y, Kasai K, Yamasue H

18. Kanai C, Iwanami A, Hashimoto R, Ota H, Tani M, Yamada T, 

. Age-related change in brain metabolite 
abnormalities in autism: A meta-analysis of proton magnetic resonance 
spectroscopy studies. Translational Psychiatry, (in press). 

Kato N

10.1016/j.rasd.2011.02.005

. Clinical 
characterization of adults with Asperger's syndrome assessed by self-report 
questionnaires based on depression, anxiety, and personality. Research in Autism 
Spectrum Disorders 5:1451-1458, 2011.(DOI: ) 

19. Nakano T, Kato N

20. Shirakawa T

, Kitazawa S: Lack of eyeblink entrainments in autism spectrum 
disorders.Neuropsychologia49:2784-2790,2011.(DOI:10.1016/j.neuropsychologia.20
11.06.007) 

, Nakano K, Hachiya N, Kato N, Kaneko K. The involvement of P2X₁ 
receptor in pyramidal cell degeneration in the rat hippocampus after trimethyltin 
administration. Neurosci Res 71:396-404, 2011.(DOI:10.1016/j.neures.2011.08.005) 

21. Xu X, Tan L, Himi T, Sadamatsu M, Tsutsumi S, Akaike M, and Kato N

22. Shimada T, Kitamoto A, Todokoro A, Takahashi A, Kuwabara H, Kim SY, 
Watanabe K, Minowa I, Someya T, Ohtsu H, Kano Y, Kasai K, 

. Changed 
preference for sweet taste in adulthood induced by perinatal exposure to bisphenol 
A-A probable link to overweight and obesity. Neurotoxicol Teratol 33:458-463, 
2011.(DOI: 10.1016/j.ntt.2011.06.002) 

Kato N

1016/j.rasd.2011.07.010

, and Sasaki 
T. Parental age and assisted reproductive technology in autism spectrum 
disorders, attention deficit hyperactivity disorder, and Tourette syndrome in a 
Japanese population. Research in Autism Spectrum Disorders 6:500-507, 2012. 
(DOI: 10. ). 

23. Yukawa Y, Ota H, Kanai C, Tani M, Yamada T, Hashimoto R, Yamasue H, Kato N

24. Kanai C, Tani M, Hashimoto R, Yamada T, Ota H, Watanabe H, Iwanami A, 

, 
and Iwanami A. Clinical and psychosocial characteristics in adults with pervasive 
development disorders. A survey in Japan. International Journal on Disability 
Human Development, (in press). 

Kato 
N

25. Tani M, Kanai C, Ota H, Yamada T, Watanabe H, Yokoi H, Takayama Y, Ono T, 
Hashimoto R, 

. Cognitive profiles of adults with Asperger's disorder, high-functioning autism, 
and pervasive developmental disorder not otherwise specified based on the WAIS- 
III. Research in Autism Spectrum Disorders 6:58-64, 2012. (DOI: 
10.1016/j.rasd.2011.09.004). 

Kato N, Iwanami A. Mental and behavioral symptoms of persons 

http://dx.doi.org/10.1016/j.rasd.2011.01.005�
http://dx.doi.org/10.1016/j.rasd.2011.02.005�
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed?term=%22Shirakawa%20T%22%5BAuthor%5D�
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed?term=%22Nakano%20K%22%5BAuthor%5D�
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed?term=%22Hachiya%20N%22%5BAuthor%5D�
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed?term=%22Kato%20N%22%5BAuthor%5D�
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed?term=%22Kaneko%20K%22%5BAuthor%5D�
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/21871932�
http://dx.doi.org/10.1016/j.rasd.2011.07.010�
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with Asperger's syndrome: relationships with social isolation and handicaps. 
Research in Autism Spectrum Disorders, (in press). 

26. Nakano T, Kato N

27. Ohta H, Yamada T, Watanabe H, Kanai C, Tanaka E, Ohno T, Takayama Y, 
Iwanami A, 

, Kitazawa S. Superior haptic-to-visual shape matching in 
autism spectrum disorders. Neuropsychologia, (in press) 

Kato N

ASDの選択的注意機能が、状況に応じて柔軟に変化できるかに注目し、fMRIを用いて

脳活動を測定した。その結果、注意に関わる脳活動の状況依存的変化が小さいほど、

自閉症的症状が重くなる傾向がみられた。ASDの注意機能の状況依存性に着目した

fMRI研究は、本研究が初めてである。 

, Hashimoto R. An fMRI study of reduced perceptual 
load-dependent modulation of task-irrelevant activity in adults with autism 
spectrum conditions. Neuroimage, (in press) 

 
（３－２） その他の著作物（総説、書籍など）  

 

●詳細情報 

【金沢大学】 

1. Higashida H

2. 

, Yokoyama S, Munesue T, Kikuchi M, Minabe Y, Lopatina O. CD38 
gene knockout juvenile mice: a model of oxytocin signal defects in autism.  Biol 
Pharm Bull 34:1369-1372, 2011. (DOI: 10.1248/bpb.34.1369)  
Higashida H

3. 

, Yokoyama S, Kikuchi M, Munesue T. CD38 and its role in oxytocin 
secretion and social behavior. Hormones and Behaviour 61:351-358, 2012. (DOI: 
10.1248/bpb.34.1369). 
Higashida H, Yokoyama S, Huang JJ, Liu L, Ma WJ, Akther S, Higashida C, 
Kikuchi M, Minabe Y, Munesue T

 

. Social memory, amnesia, and autism: Brain 
oxytocin secretion is regulated by NAD(+) metabolites and single nucleotide 
polymorphisms of CD38. Neurochem Int. 2012 Feb 13. [Epub ahead of print] 

【東京大学・昭和大学】 
4. 加藤進昌

5. 

:「あの人はなぜ相手の気持ちがわかならいのか～もしかしてアスペルガー症

候群！？」、PHP出版社、2011 
加藤進昌

6. 金井智恵子、

：「おとなの発達障害外来とデイケアを開いて」、めんたるへるす、徳島県精神保健

福祉協会、59:10-15、2011 
加藤進昌

7. 

：「精神科外来を受診する発達障害者の現状発」、発達障害白書

2012 年版、日本文化科学社、2011 
加藤進昌、金生由紀子：「アスペルガー症候群」、新「名医」の最新治療 完全読本、朝日新

＊ 
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聞出版、372-375、2011 
8. 山田貴志、金井智恵子、岩波明、加藤進昌

9. 金井智恵子、湯川慶典、

：「第５章 発達障害からみたうつ病」、精神科臨

床エキスパート 多様化したうつをどう診るか、医学書院、129-151、2011 
加藤進昌

10. 金井智恵子、

、岩波明：「自称アスペルガー症候群と本物の見分け方」、

精神科、 18(3): 314-320、2011 
加藤進昌

11. 山田貴志、

：「現代エスプリ」、株式会社ぎょうせい、527:42-49、2011 
加藤進昌

12. 
：「高機能発達障害のうつ状態」、治療、南山堂、2011 

山末英典

13. 

：『精神科 研修ノート』 第 2 章 精神科研修でマスターすべきこと、B脳科

学からのアプローチ、2．脳と精神障害の関連、診断と治療社、2011、pp104-106 
山末英典

14. 

：精神医学キーワード事典、12 章脳画像、脳生理学、208「自閉症スペクトラム障害

の脳画像研究」 、中山書店、573-575、2011 
山末英典

15. 

：アスペハート、特集 自閉症はどこまでわかってきたのか—生物学的精神医学研

究と支援をつなげる、脳の機能・形態の問題として明らかになったこと—MRI研究が明らかに

したこと、アスペ・ベルデの会、28:40-44、2011 
山末英典、加藤進昌

16. 

：「自閉症とオキシトシン」、Clinical Neuroscience 28: 1336-1337, 
2011 
山末英典、加藤進昌

17. 
：「性差と自閉症」 、臨床精神医学 40: 153-160, 2011 

山末英典

18. 

：「自閉症のイメージングジェネティクス」、医学のあゆみ  第 1 土曜特集 
239:733-738, 2011 
山末英典

 

：「多面的脳MRIによる対人行動の障害の研究」、 ブレインサイエンスレビュー

2012、クバプロ、185-204, 2012 

 
（３－３） 国際学会および国内学会発表  

 

① 招待講演    （国内 33 件、国際 10 件） 
〈国内〉 
１．発表者、タイトル、学会名、場所、月日 
 
【金沢大学】 
1. 東田陽博

 

：「A missense mutation in CD38 associated with autism spectrum 
disorder and oxytocin treatment」、第 34 回日本神経科学大会、横浜、2011 年 9 月 15
日  

【東京大学】 
2. 山末英典：「自閉症の非定型な社会認知の脳神経基盤：子供から成人へ 発達障害の予後、
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治療効果予測への取り組み」、第 33 回生物学的精神医学会、東京、2011 年 5 月 21 日 
3. 山末英典

4. 

：「脳障害から解く他者への協調や共感の物質機構、社会性の男女差」、セルツー

ボディダイナミクスラボ主催 第 1 回身心一体科学研究会レクチャーシリーズ、東京、2011 年

6 月 20 日 
山末英典

5. 

：「対人交渉の障害を生み出す脳神経基盤の同定と治療法開発の試み ～男女差

とオキシトシンに着目して～」、第 55 回GHP研究会、東京、2011 年 7 月 23 日 

山末英典

6. 

：「自閉症における非定型な社会認知の神経基盤」、第 34 回日本神経科学大会シ

ンポジウム：将来計画委員会企画 基礎—臨床統合シンポジウム：自閉症スペクトラム障害の

神経科学、横浜、2011 年 9 月 15 日 

山末英典

7. 笠井清登、八幡憲明、

：「広汎性発達障害成人の脳画像研究からわかること」、国立精神・神経センター

「第 4 回発達障害精神医療研修」、東京、2011 年 9 月 29 日 

山末英典

8. 

：「精神疾患研究における脳MRI解析の果たす役割」、第

39 回日本磁気共鳴医学会大会シンポジウム：精神疾患における脳MRI解析研究、小倉、

2011 年 9 月 30 日 

山末英典

9. 阿部修、

：「Voxel-based Morphometry を応用した対人行動とその障害の脳神経基盤の

研究」、第 39 回日本磁気共鳴医学会大会シンポジウム：精神疾患における脳MRI解析研究、

小倉、2011 年 9 月 30 日 

山末英典

10. 

、笠井清登、青木茂樹：「精神疾患におけるDTI解析成果」、第 39 回日本

磁気共鳴医学会大会シンポジウム：精神疾患における脳MRI解析研究、小倉、2011 年 9 月

30 日 

山末英典

11. 

：「自閉症の社会行動障害の脳神経基盤」、第 21 回日本臨床精神神経薬理学会

シンポジウム、東京、2011 年 10 月 27 日 

山末英典

12. 

：「広汎性発達障害当事者に対する心理社会的介入プログラムによる有効性の検

討と精神的ケア向上に関する研究」、第 18 回ヘルスリサーチフォーラム、東京、2011 年 11

月 5 日 

山末英典

 

：「脳神経画像とゲノム」、第二回脳表現型の分子メカニズム研究会、東京、2011 年

11 月 19 日 

【昭和大学】 

13. 加藤進昌

14. 

：「大人のアスペルガー症候群の診断は精神医学に何をもたらすか」、CNS 
Symposium 2011、東京、2011 年 3 月 5 日 
加藤進昌：「生物学的精神医学を目指して 40年－発達障害との出会い－」、第 33回日本生

物学的精神医学会、東京、2011 年 5 月 21 日 
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15. 加藤進昌

16. 

：「発達障害の脳科学－てんかんとの関連をめぐって－」、第 66 回岡山てんかん懇

話会、岡山、2011 年 6 月 23 日 
加藤進昌

17. 

：「成人のアスペルガー症候群の臨床現場から」、第 5 回発達精神医学研究会、横

浜、2011 年 6 月 25 日 
加藤進昌

18. 加藤進昌：「成人アスペルガー症候群のデイケア-新しい精神科診療の方向性－」、第 11 回

外来精神医療学会、東京、2011 年 7 月 16 日 

：「アスペルガー症候群の脳科学～専門外来とデイケアの経験から～」、第 22 回心

と脳のセミナー、福岡、2011 年 7 月 7 日 

19. 加藤進昌：「大人のアスペルガー症候群について考える」、第 59 回精神保健シンポジウム、

長崎、2011 年 9 月 11 日 
20. 加藤進昌：「アスペルガー障害における行動の異常」、第 13 回感情・行動・認知(ABC)研究

会、大阪、2011 年 10 月 8 日 
21. 加藤進昌：シンポジウム１３「当事者に届く生物学的精神医学研究：バイオマーカーを用いた

精神疾患の客観的補助診断法の開発」、第 107 回日本精神神経学会学術総会、東京、

2011 年 10 月 26 日 
22. 加藤進昌：症例検討会４「発達障害を伴ったパーソナリティー障害の治療」、第 107回日本精

神神経学会学術総会、東京、2011 年 10 月 27 日 
23. 加藤進昌：「成人アスペルガー症候群を考える－専門外来とデイケアの経験から－」、富山県

精神科医会学術講演会、富山、2011 年 10 月 28 日 
24. 加藤進昌：「思春期・成人期の発達障害の姿とは-医療の視点から-」、第 1 回北区発達障害

講演会、東京、2011 年 10 月 29 日 
25. 加藤進昌：「発達障害とは何かをもう一度整理する」、明治安田こころの健康財団集中講座 1、

東京、2011 年 11 月 5 日 
26. 加藤進昌：「脳科学でアスペルガー症候群はどこまでわかるか」、明治安田こころの健康財団

集中講座 2、東京、2011 年 11 月 6 日 
27. 加藤進昌：「成人アスペルガー症候群の臨床像と脳科学」、日本行動療法学会第 37 回大会、

東京、2011 年 11 月 27 日 
28. 加藤進昌：「成人アスペルガー症候群の臨床像～専門外来とデイケアの経験から～」、第 67

回飯田病院精神科公開ゼミ、飯田、2012 年 1 月 28 日 
29. 加藤進昌：「アスペルガー症候群の正しい理解を―デイケアと治療の可能性に向けて―」、神

奈川県立精神医療センター講演会、横浜、2012 年 2 月 11 日 
30. 加藤進昌

31. 

：「うつ病今昔物語―くすり・コンセプト・治療の拡大は今後に何をもたらすか？―」、
沖縄県北部地区医師会講演会、沖縄、2012 年 2 月 25 日 
加藤進昌

32. 

：「思春期青年期のアスペルガー症候群について」、第 14 回東京子どものメンタル

ヘルス研究会、東京、2012 年 2 月 29 日 
加藤進昌：「成人アスペルガー症候群の臨床と脳科学～精神医学に与えるインパクト～」、第
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7 回OCEAN研究会、沖縄、2012 年 3 月 16 日 
33. 加藤進昌

 

：「アスペルガー症候群の臨床像から自閉症の精神内界に迫る～専門外来とデイ

ケアの経験から～」、第 13 回日本サイコセラピー学会モーニングセミナー、大阪、2012 年 3
月 18 日 

 
〈国際学会〉 

１．発表者、タイトル、学会名、場所、月日 

 

【金沢大学】 
1. 東田陽博

2. 

：「Oxytocin and CD38 in social behaviors in the mouse and human」10th 
World Congress of BiologicalPsychiatry プラハ(チェコ)、 2011 年 5 月 30 日 
東田陽博

3. 

：「Oxytocin and CD38 in social behaviors in the mouse and human」Ⅵ 
Russia-Japan Workshop on Neurosciences クラスノヤルスク(ロシア) 、2011 年 7 月 5 日 
東田陽博

 

：「Recent findings on social behaviors in CD38 or CD157 knockout mice」
2012 Jeju CD38 and NAD meeting  済州島(韓国) 、2012 年 2 月 16 日 

【東京大学】 
4. Yamasue H

5. 

 : Neural basis of oxytocin effect on social deficits in autism spectrum 
disorders”, Symposium “Oxytocin in the social behavior and its significant roles in 
autism-spectrum disorders”,10 th WFSBP Congres , Prague, Czeck Republic, May, 
30, 2011 

Yamasue H

6. 

 :“Genetic social neuroimaging and autism”, Genetic, cellular, and 
cognitive approaches to understanding social behavior - A joint Tamagawa 
University-Caltech Lecture Course, The 15th annual meeting of the ASSC, Kyoto, 
Japan, June, 8, 2011 

Yamasue H

7. 

: Symposium“Genetics and Neuroimaging of Autism Spectrum 
Disorders (ASD): Targeting to the Pharmacological Approach.”, 2nd  Congress of 
AsCNP, Seoul, South Korea, Sep, 24, 2011 

Yamasue H

【昭和大学】 

 :“Oxytocin, Sexually-dimorphic feature of social brain, and autistic 
ocial dyfunction”, Session “Neuroimaging” , Exploring Autism Research 
Collaboration Between Japan and United States Joint Academic Conference on 
Autism spectrum Disorders, Tokyo, Japan, Dec, 2, 2011. 
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8. Kato N

9. 

: Oxytocin in the social behavior and its significant roles in 
autism-spectrum disorders. The 10th World Congress of Biological Psychiatry, 
Prague, Czeck Republic, May, 30, 2011 
Kato N

10. 

: Clinical studies of adults with Asperger syndrome -For exploring the 
neural basis of autism spectrum disorders(ASD). 台湾生物精神医学及神経精神薬理

学学会 100 年秋季学術検討会、台湾、2011 年 8 月 27 日 
Kato N

11. 

: Genetics and Neuroimaging of Autism Spectrum Disorders (ASD):  
Targeting to the Pharmacological Approach. 2nd  Congress of AsCNP, Seoul, South 
Korea, Sep, 24, 2011 
Kato N

 

: Asperger syndrome as a key model of social dysfunction. 第 32 回内藤コン

ファレンス、山梨、八ヶ岳ロイヤルホテル、2011 年 10 月 20 日 

② 口頭講演    （国内 7 件、国際 0 件） 
〈国内〉 
１．発表者、タイトル、学会名、場所、月日 
 
【金沢大学・東京大学】なし 
 
【昭和大学】 
1. 加藤進昌：「知的障害を伴わない大人の発達障害-ＡＤＨD も含めて-」、深川保健相談所職

場研修会、東京、2011 年 2 月 24 日 
2. 加藤進昌：「精神科の医者という人生とは？-医学部入学は手段であって目的ではありません

-」、大成中学校２０周年記念講演、愛知、2011 年 6 月 7 日 
3. 加藤進昌：「発達障害への理解と支援を求めて～アスペルガー症候群の脳科学～」、特別支

援学校研修・中野区役所、東京、2011 年 7 月 29 日 
4. 加藤進昌：「大人の発達障害～発達障害の見極めと上手な付き合い方～」、平成 23 年度現

業員研修、東京・杉並区高齢者活動支援センター、2011 年 11 月 10 日 
5. 加藤進昌：「おとなの発達障害－理解と対応－」、平成 23 年度渋谷区精神保健講演会、東

京、2011 年 11 月 22 日 
6. 加藤進昌：「間違いだらけの「大人の発達障害」の理解～正しい理解があってこそ支援につ

ながる～」、平成 23 年度川﨑市民講座、神奈川、2011 年 11 月 26 
7. 加藤進昌

 

：「発達障害とは～脳科学からリハビリテーション～」、アイ-キャリアネットワーク研修

会、川崎、2012 年 2 月 17 日 

〈国際〉 
１．発表者、タイトル、学会名、場所、月日 
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③ ポスター発表  （国内 18 件、国際 18 件） 
〈国内〉 
１．発表者、タイトル、学会名、場所、月日 
 
【金沢大学】なし 
【東京大学】 
1. 岩白訓周、山末英典

2. 夏堀龍暢、

、管心、夏堀龍暢、高野洋輔、井上秀之、里村嘉弘、小池進介、八幡憲

明、村上瑞穂、桂正樹、五ノ井渉、佐々木弘喜、高尾英正、阿部修、笠井清登：「統合失調

症発症前後における下前頭回の灰白質体積の変化」、第 34 回日本神経科学大会、横浜、

2011 年 9 月 16 日 
山末英典

3. 齋藤有希、

、八幡憲明、岩白訓周、高野洋輔、井上秀之、五ノ井渉、村上瑞穂、桂

正樹、佐々木弘喜、高尾英正、国松聡、阿部修、笠井清登：「統合失調症患者における作動

記憶の下位項目の障害の神経関連：fMRI研究」、第 34 回日本神経科学大会、横浜、2011
年 9 月 17 日 

山末英典

4. 青木悠太、

、八幡憲明、夏堀龍暢、青木悠太、岩白訓周、高野洋輔、桑原斉、川久

保友紀、五ノ井渉、佐々木弘喜、村上瑞穂、桂正樹、新橋靖真、高尾英正、国松聡、阿部修、

松崎秀夫、土屋賢治、笠井清登：「自閉症の脳形態特徴：VBM研究」、第 34 回日本神経科

学大会、横浜、2011 年 9 月 17 日 
山末英典

 

、阿部修、八幡憲明、夏堀龍暢、岩白訓周、高野洋輔、井上秀之、桑原

斉、川久保友紀、五ノ井渉、佐々木弘喜、村上瑞穂、桂正樹、新橋靖真、高尾英正、国松聡、

松崎秀夫、土屋賢治、笠井清登：「自閉症当事者の内側前頭前野における神経科学的変

化」、第 34 回日本神経科学大会、横浜、2011 年 9 月 17 日 

【昭和大学】 
5. 岡島由佳、岩波明、太田晴久、谷将之、山田貴志、橋本龍一郎、金井智恵子、渡部洋実、加

藤進昌：「アスペルガー障害の事象関連電位」、第 33 回日本生物学的精神医学会、東京、

2011 年 5 月 22 日 
6. 岩波明、岡島由佳、太田晴久、山田貴志、谷将之、橋本龍一郎、金井智恵子、渡部洋実、川

久保友紀、山末英典、加藤進昌：「アスペルガー障害の NIRS 所見：言語流暢性課題を用い

て」、第 33 回日本生物学的精神医学会、東京、2011 年 5 月 22 日 
7. 金井智恵子、太田晴久、橋本龍一郎、谷将之、山田貴志、岩波明、中野珠美、北澤茂、加藤

進昌：「成人期の自閉症スペクトラムと統合失調症における視線行動パターンの比較」、第 33
回日本生物学的精神医学会、東京、2011 年 5 月 22 日 

8. 高山悠子、金井智恵子、太田晴久、橋本龍一郎、谷将之、山田貴志、大野泰正、岩波明、加

藤進昌：「抑うつ、不安、パーソナリティの自記式質問紙に基づく成人期のアスペルガー症候
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群の臨床的特徴」、第 33 回日本生物学的精神医学会、東京、2011 年 5 月 22 日 
9. 山田貴志、橋本龍一郎、太田晴久、金井智恵子、谷将之、渡部洋実、大野泰正、高山悠子、

岩波明、加藤進昌：「自閉症スペクトラム障害における流動性知能課題施行時の脳活動：

fMRI による検討」、第 33 回日本生物学的精神医学会、東京、2011 年 5 月 22 日 
10. 太田晴久、橋本龍一郎、山田貴志、谷将之、金井智恵子、大野泰正、高山悠子、長谷川澄、

岩波明、加藤進昌：「自閉症スペクトラム障害における選択的注意の障害の脳基盤」、第 33
回日本生物学的精神医学会、東京、2011 年 5 月 22 日 

11. 長谷川澄、三村將、谷将之、吉村直記、大野泰正、高山悠子、山田貴志、太田晴久、加藤進

昌、橋本龍一郎：「幻聴に対する治療効果を反映する脳機能指標の計測：機能的 MRI を用

いた検討」、第 33 回日本生物学的精神医学会、東京、2011 年 5 月 22 日 
12. 土居裕和、藤澤隆史、金井智恵子、太田晴久、岩波明、加藤進昌、篠原一之：「成人アスペ

ルガー症候群患者における表情・音声からの感情カテゴリー認知」、第 33 回日本生物学的

精神医学会、東京、2011 年 5 月 22 日 
13. 久田文、吉永淳、下平和久、岡井崇、渡邉清彦、山下道子、高管卓三、白川美也子、野田由

美子、加藤進昌：「日本人妊婦の血中 PCBs/水酸化 PCBs 濃度と甲状腺機能」、第 20 回環

境化学討論会、熊本、2011 年 7 月 16 日～18 日 
14. 中野珠実、加藤進昌、北澤茂：「対面コミュニケーションにおける瞬目引き込み現象－健常者

と自閉症スペクトラム症候群の比較」、2011 年度包括脳ネットワーク夏のワークショップ、神戸、

2011 年 8 月 21 日～24 日 
15. 中野珠美、加藤進昌、北澤茂：「成人自閉症スペクトラム障害の優れた触覚から視覚への形

状情報の変換能力」、第 34 回日本神経科学大会、横浜、2011 年 9 月 16 日 
16. 土居裕和、藤澤隆史、金井智恵子、太田晴久、岩波明、加藤進昌、篠原一之：「成人アスペ

ルガー症候群患者における表情・音声からの感情カテゴリー認知」、第 16 回日本顔学会大

会、新潟、2011 年 9 月 23 日～24 日 
17. 池田朋広、常岡俊昭、稲本淳子、石坂理江、高木のり子、松本俊彦、加藤進昌：「精神科亜

急性期治療病棟における依存性障害治療プログラムの試行」、平成 23 年度アルコール・薬

物依存関連学会合同学術総会、愛知、2011 年 10 月 13 日～15 日 
18. 久田文、吉永淳、下平和久、岡井崇、渡邉清彦、嶽盛公昭、髙菅卓三、野田由美子、白川美

也子、加藤進昌：「妊娠女性の化学物質曝露と甲状腺機能影響を介した発達影響調査 第

二報 妊娠女性の OH-PCBs /PCBs 曝露と出生児の出生時体格との関連」、第 14 回日本

内分泌撹乱化学物質学会、東京、12 月 1 日～2 日 
 
〈国際〉 
１．発表者、タイトル、学会名、場所、月日 
 
【金沢大学】 
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1. 東田陽博

2. 

：「Single Nucleotide Polymorphisms of CD38 and Oxytocin Treatment for 
6 Subjects with Autism Spectrum Disorders 」 9th World Congress on 
Neurohypophysial Hormones ボストン（アメリカ） 2011 年 7 月 29 日 
東田陽博

 

：「An Oxytocin Receptor Gene Polymorphism Found in Autistic Patients 
Impairs Receptor Internalization and Signal Transduction」9th World Congress on 
Neurohypophysial Hormones ボストン（アメリカ） 2011 年 7 月 29 日 

【東京大学】 
3. Iwashiro N, Yamasue H

4. Saito H, 

, Suga M, Takano Y, Inoue H, Yahata N, Sasaki H, Takao H, 
Abe O, Kasai K. Gray matter volume changes of subregions in inferior frontal 
gyrus around the onset of psychosis. 10 th WFSBP Congres , Prague, Czeck 
Republic, May, 30, 2011 

Yamasue H

5. 

, Abe O, Suga M, Yahata N, Kawakubo Y, Kasai K, Yamada H, 
Aoki S. Neuroanatomical basis of subclinical autistic trait. 10 th WFSBP Congres , 
Prague, Czeck Republic, Jun, 1, 2011 
Yamasue H

6. Yahata N, 

, Wtanabe T, Abe O. Yahata N, Kuwabara H, Inoue H, Takanano Y, 
Iwashiro N, Natsubori T, Aoki Y, Takao H, Sasaki H, Gonoi W, Murakami M, 
Katsura M, Kunimatsu A, Kawakubo Y, Ando T, Suga M, Matsuzaki H, Tsuchiya 
K, Kamio Y, Kato N, Kano Y, Miyashita Y, Kasai K. Intranasal administration of 
oxytocin recovers deficits in social interaction with increase of originally decreased 
medial prefrontal activity in autism spectrum disorder. Neuroscience 2011, SfN's 
41th annual meeting, Washington, DC, Nov, 15, 2011 

Yamasue H

 

, Takano Y, Kawakubo Y, Inoue H, Iwashiro N, Natsubori T, 
Aoki Y, Takao H, Sasaki H, Gonoi W, Katsura M, Murakami M, Kunimatsu A, Abe 
O, Kasai K. Investigating neural mechanisms that interface between self and 
others: An fMRI study on the theory of mind and empathy. Neuroscience 2011, 
SfN's 41th annual meeting, Washington, DC, Nov, 16, 2011 

【昭和大学】 
7. Ota H, Hashimoto R, Yamada T, Tani M, Takayama Y, Ohno T, Iwanami A, Kato 

N

8. Kanai C, Ota H, Hashimoto R, Yamada T, Tani M, Iwanami A, Nakano T, 
Kitazawa S, 

: The neural basis of selective attention deficits in autism spectrum disorder. 
The 10th World Congress of Biological Psychiatry, Prague, Czeck Republic, May, 
29-Jun, 3, 2011 

Kato N: Atypical gaze patterns in adults with autism spectrum 
disorders and schizophrenia in Japan . The 10th World Congress of Biological 

＊ 

＊ 
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Psychiatry, Prague, Czeck Republic, May, 29-Jun, 3, 2011 
9. Yamada T, Hashimoto R, Ohta H, Watanabe H, Tani M, Kanai C, Mimura O, 

Iwanami A, Kato N

10. Nakano T, 

: Neural basis of fluid intelligence in autism spectrum disorder. 
The 10th World Congress of Biological Psychiatry, Prague, Czeck Republic, May, 
29-Jun, 3, 2011 

Kato N

11. Tani M, Yukawa Y, Yokoi H, Igarashi M, Ide T, Kanai C, Ota H, Yamada T, 
Watanabe H, Iwanami A, Yamasue Y, 

, Kitazawa S: Superior haptic shape recognition in adults with 
autism. The 15th Annual Meeting of the Association for the Scientific Study of 
Consciousness, Japan, Kyoto University Clock Tower Centennial Hall, June, 9-12, 
2011 

Kato N

12. Iwanami A, Okajima Y, Ota H, Tani M, Yamada T, Hashimoto R, Kanai C, 
Watanabe H,Yamasue H, Kawakubo Y, 

: Clinical characteristics of the 
patients at the outpatient clinic for adult PDD in Japan. 14th International 
Congress of European Society for Child and Adolescent Psychiatry, Finlandia Hall, 
Helsinki, Finland, Jun, 11-15,2011 

Kato N

13. Iwanami A, Okajima Y, Ota H, Tani M, Yamada T, Hashimoto R, Kanai C, 
Watanabe H,Yamasue H, Kawakubo Y, 

: Prefrontal dysfunction in persons 
with Asperger’s disorder investigated with multi-channel near-infrared 
spectroscopy. 5th CINP Pacific-Asia Regional Meeting, Kuala Lumpur, Malaysia, 
Jun, 19-22, 2011 

Kato N

14. Hashimoto R, Ota H, Yamada T, Mimura M, Iwanami A, 

: Altered distribution of P300 
component of event-related potentials in persons with Asperger’s disorder. 5th 
CINP Pacific-Asia Regional Meeting, Kuala Lumpur, Malaysia, Jun, 19-22, 2011 

Kato N

15. Hashimoto R, Kanai C, Ohta H, Yamada T, Watanabe H, 

: An fMRI study 
of selective attention deficits in adult autism spectrum disorder. The 17th Annual 
Meeting of the organization on Human Brain Mapping, Quebec City, Canada, Jun, 
26-30, 2011 

Kato N

16. Ohta H, Hashimoto R, Yamada T, Tani M, Watanabe H, Kanai C, Ohno T, 
Takayama Y, Iwanami A, 

: Neural  
correlates of neuroticism in adult individuals with autism spectrum disorder. 
Society for Neuroscience 2011, Washington, DC, USA, Nov, 12-16, 2011 

Kato N

17. Watanabe H, Hashimoto R, Nakamura M, Ohta H, Yamada T, Kanai C, Jinbo 
D, 

: The neural basis of selective attention deficits in 
autism spectrum disorder. Society for Neuroscience 2011, Washington, DC, USA, 
Nov, 12-16, 2011 

Kato N: Altered orbitofrontal sulcogyral moephology in adult individuals with 

＊ 
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autism spectrum disorder. Society for Neuroscience 2011, Washington, DC, USA, 
Nov, 12-16, 2011 

18. Yamada T, H, Hashimoto R, Ohta H, Watanabe H, Yamada T, Ohno T, Takayama Y, 
Tani M, Iwanami A, Kato N

 

: Neural basis of fluid intelligence in autism spectrum 
disorder. Society for Neuroscience 2011, Washington, DC, USA, Nov, 12-16, 2011 


